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　本会議は本年３月、第 15 回生乳の安全・安心の確保のための全国協議会を開催し、指定団体をはじめとする酪農関係団体から約 30 名
の参加者を得て、平成 25 年度の取組内容と平成 26 年度の取組方針を協議した。また本協議会では、農林水産省消費・安全局動物衛生課
の大倉達洋課長補佐から、「最近の生産段階における家畜疾病の動向について」と題する報告がなされた。ここでは、その概要を紹介する。

ヨーネ病の発生状況

牛のヨーネ病とは、ヨーネ菌の経口感染により、長い
潜伏期の後に発症し、慢性の下痢、削痩、泌乳量の低下
がみられ、母牛が重度のヨーネ病に罹患している場合は、
胎児への胎盤感染も起こる。実用的なワクチンはなく、
治療も困難である。このため、本病の対策としては、家
畜伝染病予防法に基づき、定期的な検査による感染牛の
殺処分などを行っている。わが国のヨーネ病発生状況は、
図に示したとおりである。

国内防疫対策のポイント

国際的な人や物の往来が増加する中、水際検疫措置だ
けで伝染病の侵入を止めることは困難となっている。し
たがって、悪性伝染病の侵入を防ぐためには、水際措置
の強化と生産段階における日頃の衛生管理の徹底が非常
に重要である。ひとたび発生したら防疫措置を迅速に講
じることが大切だが、そのためには日頃の備えが重要で
ある。日頃から家畜を観察し、異常がある場合には、迷
わず早期通報する。衛生管理の徹底は、口蹄疫等の悪性
伝染病の発生予防だけでなく、慢性疾病の予防、育成率
や増体の向上など経営面でも大きな効果が期待できる。
家畜伝染病の発生状況

わが国での家畜伝染病の発生状況は表に示したとおり
である。牛に関しては、炭疽や結核病は清浄化が進展す
る一方で、ヨーネ病は依然として全国的に発生が確認さ
れている。口蹄疫については、平成22年に宮崎県で発生
したが、平成23年２月にOIEの定めるワクチン非接種
清浄国に復帰した。牛海綿状脳症（BSE）は、平成13年
９月以降、計36例の発生が確認されたが、昨年５月の
OIE総会で「無視できるBSEリスク」の国に認定された。
豚コレラは、平成19年４月にワクチン接種全面中止
から１年が経過し、OIEに清浄化を宣言した。高病原
性鳥インフルエンザは、平成23年３月以後発生がなく、
同６月にOIEに清浄化を宣言した（しかし本年４月、熊
本県の肉用鶏農場において、高病原性鳥インフルエンザ
の患畜が確認されている）。

表　わが国における主要な家畜伝染病の発生状況
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図 わが国におけるヨーネ病の発生状況
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